2013男女平等産別統一闘争　町村会要請報告
　日時：2013年5月27日11時～11時30分
　町村会：久保雅行政部長、河野功副部長、関口舞子主事 
　自治労：青木真理子組織対策局長、中平正幸政策局長
　記録：会田
　はじめに青木組織対策局長から「町村では、男女平等参画に関する条例・計画の策定が進んでいない。労働組合側からも働きかけを行っているが、町村会においても積極的な取り組みをお願いしたい。また、職場においては、臨時・非常勤等職員の増加や長時間労働等、多くの課題がある。課題の解決に町村会もご尽力をお願いしたい。
６月は国の男女共同参画月間でもあるが、自治労も労働組合として男女平等参画社会を求める取り組みを展開しており、その一環として三団体、政府に要請行動をしている。例年の対応に感謝する」と挨拶し、各項目について説明した。
　これに対し町村会から、「町村会は47都道府県の代表から構成する組織であり、政策等を取りまとめて国に対して要請していく団体である。
　国からの通知等について町村会から各町村に知らせることもあるが、今日頂いた内容を町村に通知することは難しい事をご理解いただきたい。
町村は、ここ数年、他団体との人事交流もできない状況になっている。住民からのニーズも多く、仕事を効率的に行わねばならない。一方で、小規模であるがゆえに、一人一人の職員が多様な業務を担っている。ワーク・ライフ・バランスや男女平等など、できるだけ応えていきたいのだが、少人数の職場では現実的に厳しい部分もある」と回答した。
続いて、自治労が、「町村では、女性の採用も増えてきているが、管理職への登用のバランスに男女差がある。町村長がリーダーシップを発揮して、女性の活躍促進に向けて、舵を切ってほしい」と発言し、これに対し町村会は、「制度の変更については、すぐに実行するのは難しい。地道に長年取り組むことで進んでいく。いずれにしても、男女平等については、やっていかなければならない課題だと認識している」と回答した。
　　最後に自治労から、「貴重な時間を割いていただき感謝する。女性の活躍促進に向けて、引き続き意見交換をお願いしたい」と発言し、要請を終了した。
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